　　　　「家族との関わり」について

福祉の仕事に携わるようになり約１８年になります。仕事を通して、利用者さんと関わる中で、その家族とも向き合い関わっていくことも大切なことだと言うことを痛感させられることが沢山ありました。利用者さんが一人ひとり違うように、利用者さんの家族もそれぞれいろんな思いや考えがあり、その奥には、いろいろな事情などの背景があります。私たち職員は、そんな利用者さんや家族を含めて支援していくことが大切だと思います。そのためには、家族とも真剣に向き合っていくことが大切になります。一番は、安心感や信頼関係を築くことが大切になります。急に「担当になりました。」と、言われても大切なことを話すことは出来ません。時間をかけ、直接顔を見て話を聞くことで、お互いの事を安心して話せるようになっていくことがほとんどでした。それが、難しいときには、先輩の職員に頼りながら、連絡帳など紙でのやり取りだけでなく、電話をして話をするなど、出来るだけこちらの雰囲気を含め話をしています。小さな力かもしれませんが、少しでも役に立てるよう心掛けて、支援をしていきたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　久間　真由子
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